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３要旨

 アザキダイコンを通年使用をするためには、貯蔵物がなくなる８月に、抽だいさせないで収穫する
方法が必要とされている。そこで当年種子を使うことで以下の結果を得た。 
 なお、当年種子とは８月下旬にプランタに播種し、露地で生育させた後、１月中旬から最低気温
10℃設定の加温した温室内で管理し、５月上旬に収穫し、乾燥後20℃の恒温器で保存した種子で、
前年種子とは前年夏に収穫し、その後事務室内で冬を越した種子である。

（１）   前年採取して低温を経た種子を使った場合、出芽直後や吸水させた種子に12～18℃の低温を与
えても与えなくても、全株で抽だい・開花した。

（２）  当年種子は、前年種子と比べて開花した個体が明らかに少なかった。また、花芽をもった株を含め
ても少なかった。

 以上のことから、アザキダイコンを８月に出荷するためには、低温に当たらないように温室内で開
花・採取し、その種子を使って播種・栽培することが有効であることが分かった。

４その他の資料等
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